別添資料：ユニバーサルモニタリング検証事業の連動型企画内容について

○企画名及び実施場所

　・大沼公園観光受入研修：南北海道大沼婦人会館

　・ユニバーサル環境体験モニタリング検証事業：大沼公園　他

　・第１０回北海道ユニバーサル上映映画祭七飯上映会：七飯町文化センター

　※ 本企画は検討段階の内容のため、若干の修正が生じる可能性があります。

○事業日程

〈６月２０日（土）〉

１４時００分　大沼公園観光受入研修「視覚障害・車椅子介助」（１２０分）　

　　　　　　　主催：北海道運輸局

　　　　　　　場所：南北海道大沼婦人会館

　　　　　　　対象：各宿泊機関・観光受入先・社協ボランティア等

１８時００分　交流会　会場：ターブル・ドゥ・リバージュ（会費制）
〈６月２１日（日）〉

０９時００分　大沼公園観光UD検証

　　　　　　　・体験コースⅠ：『イクサンダーカヌー体験』

　　　　　　　・体験コースⅡ：『湖畔サイクリング体験（タンデムサイクリング）』

　　　　　　　・体験コースⅢ：『大沼遊覧船乗車体験』

１１時００分　大沼公園観光UD検証終了・映画祭会場へ移動・昼食

　シネマカフェオープン　（映画祭開場七飯町文化センター内）

１２時００分　シアターフォーラム開場

１２時２０分　シアターフォーラム開始（８０分）

　　　　　　北海道新幹線開業、ユニバーサルデザインはおもてなしの心 in 七飯」

              基調講演：弘前たびすけ 西谷雷佐氏（４０分）

　　　　　　　ステージセッション：七飯大沼国際観光コンベンション協会 本間英隆氏
　　　　　　　　　　　　　　　　　カムイ大雪バリアフリーツアーセンター 松波正晃氏
　　　　　　　　　　　　　　　　　北海道盲導犬協会 角田修一氏
　　　　　　　　　　　　　　　　　UD検証モニター（提言発表等）

　　　　　　　進行役：映画祭実行委員会（島信一朗）
１３時４０分　シアターフォーラム終了

１３時５０分　映画『ウィニング・パス』上映開始

１５時３８分　映画『ウィニング・パス』上映終了

○企画趣旨

北海道新幹線開業の年度をむかえ、道南の人気観光地の大沼公園への関心が高まる中、道内外の障害当事者団体等からUD化を求める声も高くなってきています。

しかしながら、大沼公園は、自然豊かな地理的理由から、アクセスも含めハード的バリアの改善には、大きな困難さを抱える地域であり、正にUDのコンセプトの普及と事前の環境整備を基礎として、地元の参加協力体制とボランティアネットワークのマッチングにより、当事者参加型の成功事例事業を先導的に実践する必要がある地域且つタイミングであるといえます。

　そこで、当会がこれまで培ってきた地域ネットワークとノウハウを最大限効果的に組み合わせ、次のような連動型プログラムを企画提案することといたしました。

　【連動型プログラムの内容】

　・「大沼公園観光受入研修（視覚障がい・車椅子等）」（北海道運輸支局・北海道盲導犬協会・七飯町社会福祉協議会等の協力体制にて実施）
　↓

　・「モニタリング検証」（七飯町社会福祉協議会・七飯大沼国際観光コンベンションセンター等の協力体制にて実施）

　↓

　・「検証結果のアウトプットフォーラム」（フォーラムを通して、前項モニタリング検証結果を共有し、ユニバーサル環境及びユニバーサルツウリズムの振興に繋げる）

　↓

　・「感動と達成感の共有」（ユニバーサル環境の映画鑑賞を通して参加者相互の親睦を深めると共に、地元中学生のアテンド体験を通じ、地域に根ざした感動の共有感を深める）

　・「事業成果の公開」（公立はこだて未来大学岡本研究室のご協力により、一連のモニタリング検証結果の記録・取りまとめを行い、ホームページやサッシなどにて広く成果の共有を実現）

　【アクセシブル環境の振興】

　モニタリング協力者のアクセスとしては、特に要望の多い札幌方面からの参加者を募集するため、北海道協同募金会の助成及び一般社団法人 日本UD観光協会・ＨＫワークスに企画のご協力をいただき、ツアーバスによる行程としております。また、地元の障害当事者の参加には、函館市社会福祉協議会・七飯町社会福祉協議会等からの車両協力をいただき、参加しやすい環境を準備いたします。また、青森からは、バリアフリー観光に力を入れている「弘前たびすけ」様に、旭川からは「カムイ大雪バリアフリーツアーセンター」様に参加協力をいただきます。

　このように他地域からのアクセシビルプランを合わせた総合的な連動型企画として実施することで、今後、身体に不自由があっても、移動に不安があっても、誰もが安心して旅行を楽しむことの出来る「ユニバーサルツーリズム」受入環境の促進が図られ、本州と北海道を繋ぐ普遍的な掛け橋として、道外からの観光客を受け入れるための地域振興の礎となるもと考えます。

○事業内容

　【大沼公園観光モニタリング（UD検証）体験コース】

　6月21日午前は、大沼公園内にて3つの体験コースのUDモニタリング（検証）を行います。

・体験コースⅠ：イクサンダーカヌー体験

　東大沼キャンプ場にて発着（ＪＲ大沼駅近く）。
　車椅子のまま利用可能。バリアフリートイレもあり。

・体験コースⅡ：湖畔サイクリング体験（タンデムサイクリング体験）

　実施店はJR公園駅前近くにあるフレンドリーベア、もしくはポロト館。

　視覚障害者も乗車可能。また、移乗できる車椅子ユーザーであれば体験可能。
　フレンドリーベアには、バリアフートイレあり。

・体験コースⅢ：遊覧船体験

　大沼や小沼をめぐる遊覧船(所要約30分)乗船。

　車椅子のまま乗船可能。バリアフリートイレも近くにあり。

　※　体験コースは1人1コースのみの体験になります。

　※　事前予約制として、それぞれのコースの稿背構成は、モニター（障害当事者）5名程度、七飯社協ボランティア5名程度・地元中学生アテンドボランティア5名程度、大学の学生記録班メンバーなどとし、一コースに１５～２０名程度のグループとします。

　【上映作品紹介】

　6月21日の午後は、映画『ウィニング・パス』をユニバーサル上映鑑賞いたします。
　・作品紹介：アジア初「ゴールドカップ２００２」（パラリンピックと並ぶ世界最高峰の車椅子　バスケ選手権大会）開催地の北九州市を舞台に、車椅子バスケットポールにかける　高校生の青春群像を描いた感動作。

　この映画は、人気俳優・松山ケンイチの知る人ぞ知る映画主演デビュー作です。

　またブレイク前の堀北真希が妹役として共演しており、同世代の若者たち・子ども

　たちに関心を持って楽しんでいただけるお宝作品です。　UDモニタリングで交流を深めた参加者たちが、話題を共有し感動を共に分かち合う作品として選定しました。

　【成果目標】

・モニタリング障害当事者の参加者側とボランティアや各観光地等の受け入れ側双方の生の声を反映した記録をまとめ、ホームページ等で広く公開する。それを七飯大沼国際観光コンベンションセンターや七飯町及び七飯町社会福祉協議会とリンク共有し、ユニバーサルツウリズムの受入窓口機能を開設し、実際にニーズを切れ目なく受け入れることのできるシステムの確立に繋げる。

・また、北海道全体のユニバーサルツウリズムネットワークとの成果共有や本州・青森とのネットワークを構築し、他地域への波及効果を生み出す。

・事業にかかわった全ての人たち、特に観光関係の方たちや社協ボランティア・学生ボランティアの方たちにユニバーサルの共有感・一体感を感動として体験していただくことで、アテンドサポートのスキル向上に繋げていただくと共に、地域及び道内全体のユニバーサル意識の向上を広げる。
